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I.目的
平安時代の住宅様式と認められている寝殿造について考えるきっかけとして，絵巻に描かれた中門
に着目し，絵巻に寝殿造の中門がどのように描かれているかを考察し，描かれた中門が秘めている意
味について考えてみようというのがこの小論の趣旨である。
II.寝殿造の中門とは
寝殿造の様式で建てられた住宅において，対屋から南に延びる廊（中間に中門があるために一般に中
門廊と呼ばれる）の中間，あるいは小規模な住宅では廊の先端（中門から先は廊ではなく垣等）に造られ
る，寝殿の南庭と中門廊の外側のスペースの間の出入り口としての機能をもつ門を，通常の用例に倣
ってこの小論も中門としている。ただ，中門の名称は，南庭と廊の外側のスペースの間にあることか
ら名付けられたのか，あるいは通常廊の途中に設けられることからついた名前なのかは明らかでない。
なお，この小論では，道路から寝殿造の様式で建てられた住宅に入る正式の門を，表門と呼ぶこと
にし，中門と比較する対象としている。
本小論で取り上げる表門と中門の関係については，関連する論考として，藤田盟児の日本建築学会
（関東）昭和63年10月の口頭発表「寝殿造から書院造へのアプローチ形式の変遷」があり，その中
で「寝殿造では，正門は中門に正対していた。」とし，東あるいは西の門を表門とする寝殿造の場合，
表門と中門の軸線がう場合を寝殿造本来の形式と述べ，寝殿造の住宅では，次第に中門がつくられ
なくなり，表門が中門廊にできた車寄に正対するようになるとしている。しかし，この論考は門の向
きに注目することなく進められていて，中門と表門との関係およびそれらで区画されるスペースの性
格についても考察することはなく，事実のみを述べるにとどまっている註1。
III.中門表門の構造
中門あるいは表門には，通常四脚門（四足門）あるいは棟門が使われる。四脚門は，2本の丸柱の主柱
を冠木と呼ばれる水平材でつなぎ，冠木の下，2本の主柱の間に2枚の観音開きの門扉を軸吊り構法
で閉
た
て，2本の主柱のそれぞれの前後に主柱より細い角柱の控柱を立て，主柱をつなぐ線上に棟が来
るように6本の柱の上に切妻造平入りの屋根を架ける構造の門である。切妻屋根を側面からみた時に
唐破風とする平唐門とすることもある。棟門は，控柱を用いない，2本の主柱のみの構造で，四脚門
同様に切妻造平入りの屋根を架け，同様な門扉をつける。寝殿造の様式で建てられた住宅の中門表
門は，通常檜皮葺あるいは板葺である。門扉は，骨組みの片面に縦に板を貼る構造で，裏のそのまま
みえる骨組みに鎹を付け，鎹の間を通した閂によって戸締りをする。（第1及び15図参照）
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門の表裏の違いは扉にあり，四脚門あるいは棟門では，扉は2本の主柱の心をつなぐ線をはずして
軸吊りに取り付け，扉がつく側が内側，即ち裏側になるように建てる。扉自体も片面にしか板を貼ら
ないのが普通で，表側にだけ板を張るので，裏側は扉の枠組のままである。その裏側の枠組に鎹を打
ち，閂を通して，内側から戸締りをする。扉は門の構造上内側にしか開かないので，開いた時には，
扉の表面が通路に面することになる。
第1図では，門の向きではなく，扉の表側に○，裏側に●をつけて表示している。通常は○印のつ
いた扉の表側が門の表側である。
内裏の場合，中門に相当するのは，日華門と月華門である。日華門および月華門は，構造形式や，
門の表裏，使われる場所の性格等が中門の場合と同様なので，あわせて考察することにしている。但
し，現在の日華門および月華門は，屋根が瓦葺きであることをはじめ構造形式に，平安時代のものと
の相違がみられる。
IV.史料
考察するのが絵巻に描かれた寝殿造の中門であるから，寝殿造の住宅を描く絵巻が対象である。そ
れらの内，平安時代の末から鎌倉時代の終わりくらいまでに描かれた絵巻から資料を拾い出している。
具体的には，取り上げた絵巻は『年中行事絵巻』，『伴大納言絵詞』，『西行物語絵巻』，『直幹申文絵
詞』，『小野雪見御幸絵巻』，『善信聖人親鸞伝絵』，『春日権現験記絵』，『法然上人絵伝』である。『年
中行事絵巻』，『伴大納言絵詞』は，12世紀中に描かれた絵巻の中では，中門が描かれている絵巻が
この2例しかないことから取り上げた。そのほかは13世紀から14世紀初頭までの絵巻の中で，内裏
をはじめ大規模な住宅から，中門廊が2～3間で終わり中門も棟門より簡略な形式の小規模な例まで
の，異なった状況の住宅を選び，考察の対象としている。
なお，対象としている住宅の方位は，絵巻上に明記されているものが極めて少なく，寝殿造の住宅
の通例によって，この小論では，寝殿は南面しているものとして考察している。
参照したそれぞれの絵巻は，『日本の絵巻』，『続日本の絵巻』，『続々日本絵巻大成』（いずれも中央
公論社刊註2）により，必要な部分の配置を，説明図を作成して示している。また，それぞれの絵巻の
制作年代は，その該当する巻の解説によっている。
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第1図 『西行物語絵巻』（徳川美術館本）より作図 鳥羽殿の部分
1）『年中行事絵巻』（1175年以前に成立）1 内裏，朝覲行幸（第2図参照）
『年中行事絵巻』巻1に描かれている朝覲行幸のシーンでは，鳳輦は南庭にあり，紫宸殿の南階を
登って天皇を乗せ，再び南階を降り，承明門をへて，建礼門から出る。内裏における，中軸線上の経路
が描かれている。承明門は檜皮葺の十二脚門，建礼門は瓦葺の十二脚門で表に檜皮葺の庇がついている。
2）『年中行事絵巻』2 内裏，月華門
（第2図第3図参照）
巻4の射遺
いのこし
，弓
のりゆみ
の場面に，月華門が描か
れている。絵巻には2か所に月華門が描かれ
ているが，これら2か所の月華門は，いずれ
も門の下部しか描かれていない。しかし，ど
ちらも赤く塗られた四脚門で，扉は紫宸殿の
南庭からみて，外に開かれ，南庭に表を向け
ている。
3）『年中行事絵巻』3 法住寺殿
（第4図参照）
巻1の朝覲行幸の部分の鳳輦が，法住寺殿
西門に到着した光景。法住寺殿の西の表門と
西中門は，いずれも檜皮葺の四脚門である。
表門では内側に開いた扉がみえ，中門では北
側の主柱最下部がわずかではあるが描かれて
いるものの扉は描かれていない。中門の扉は，
内側に開かれていれば描かれるはずであるが，
みえないのは外側に開かれているからという
ことになる。画面上ではあるが表門と中門は
同じ軸線上にある。
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4）『年中行事絵巻』4 闘鶏中の公家住宅
（第5図参照）
巻3の闘鶏の場面に，寝殿造の公家住宅で
の闘鶏の場面が描かれている。東を表とする
住宅である。東の表門のそとから，東の中門
廊，寝殿，西の中門廊に至る光景で，寝殿の
南庭では闘鶏が行われている。東の表門の外
には参会者の乗り物とそれを引いてきた牛な
どが待機している。表門は檜皮葺の棟門で，扉は内に開いていて，通行する側に表をみせている。表
門の内のスペースには，闘鶏が行われている南庭には入ることができない，鶏を持ってきた人たちが，
開いている中門廊の扉を通して，成り行きを見守っている。野次馬もいるかもしれない。中門廊の途
中に設けられた中門も，檜皮葺の四脚門である。扉は表門側に開いていて，通行する側に表を向けて
いる。従って，中門の表側は南庭側ということになる。
南庭には，幄舎が両側にあり，鶏をつないでおく木も，松と柳が両側にあって，左右対称に使われ
ている。南庭での闘鶏に対して，中門のそと，表門との間は闘鶏をサポートするバックヤードである。
また，この中門と表門の間のスペースは，表門の外に車があることからわかるように，東の表門を
通って入ってくる寝殿上の鑑賞者たちの出入り口でもある。
即ち，表門と中門の間のスペースには，2つの機能が認められる。
5）『伴大納言絵詞』（1177年の少し後）
（第6図参照）
左大臣源信邸の場面で，絵巻の進行に合
わせて，開かれた表門，次に開かれた中門
が続き，寝殿の前庭でひざまずく源信の場
面に至る。表門は檜皮葺の四脚門である。
表門は開かれているはずであるが，扉がみ
えないので内側に開かれていることになる。
中門は表門より規模が小さいが，檜皮葺の四脚門である。扉は開かれた
状況で，主柱と表側の控柱の間に，表側をみせて描かれている。従って，
中門は，表を寝殿前庭に向けていることになる。絵巻の画面上ではある
が，表門と中門は同じ軸線上に描かれている。
6）『西行物語絵巻』（徳川美術館本）（13世紀半ばごろ）
（第7図第8図参照）
出家前の西行の屋敷である。西行は俗名佐藤義清。院の御所に仕える
北面の武士であった。内裏の正殿が南面するのに対し，院御所正殿が北
面する習わしであったため，院御所を警護する武士を北面の武士と呼ん
だ。小規模な邸宅で，表門から直接寝殿の南縁に上がる光景が描かれて
いる。寝殿に向かって右側に短い中門廊が直接つき，その先は塀である。
塀にある観音開きの扉が開いていて，外側に控柱があるようにみえる。
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この門の表側は，寝殿の前
庭側である。門柱を冠木等
がつなぐかどうかは，上部
が画面からはみ出して描か
れていないのでわからな
い。この門が，中門に相当
する。描かれた場面では，
表門は南の門で，東の門が
存在したかどうかはわから
ない。
7）『直幹申文絵詞』（13世紀半ば過ぎ）（第9図参照）
直幹の屋敷で，西行物語から例として挙げた屋敷（図8）より一
層簡素な屋敷である。中門廊が出家する前の西行の家と同様に，寝
殿の南面東端から直接南に出ている。この短い中門廊の先は塀で，
塀の間に門柱が立ち，観音開きの門扉が描かれている。この門の扉
は寝殿前の南庭側が正面で，南庭からみて外に開く。門柱に控柱が
ないので，掘立て柱であろう。東側の表門から入った車が，中門廊
の外側に着けられている。
8）『小野雪見御幸絵巻』（13世紀末）（第10図参照）
白河上皇が，小野郷に幽居する皇太后歓子のも
とに雪見のために御幸した時のシーンで，寝殿前
の車の中が白河上皇である。東の表門から入り，
中門を通って寝殿の前に到着している。表門は檜
皮葺の棟門，中門はやはり檜皮葺の棟門である。
表門は内開き，中門は表門側に開く。表門の外に
は馬や口取り，傘を持った白張り等が，表門と中
門の間には小者を連れた供奉の一人が，中門の内
には供奉の公家たちのひざまずく姿が描かれてい
て，表門から南庭までの経路とそれぞれの場所を
占める人々の様子が簡明に理解できる。
9）『善信聖人親鸞伝絵』（1295年）（第11図参照）
巻3内裏の場面として描かれた邸宅の場面では，
東向きの表門からはじまる。表門は檜皮葺の四脚
門で，内向きに開かれた門扉の一部がみえている。
中門として檜皮葺の棟門が中門廊の先端に描かれ，中門の先は檜皮葺で上部を連子とした塀が続く。
この中門は表門側を表とし，南庭側に開いている。中門が表門側を表として描かれた，この時期の
絵巻としては唯一ともいえる例であるが，建暦元年（1211年）の内裏としては，このような中門の構
造は異例といえ，この建暦元年（1211年）の事件を80年余後の永仁3年（1295年）に絵巻に描いた絵
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師が，表から入ってくる時に，表門は道路に表
をみせ内開きに，中門も表門側を表にして内開
きにと，2つの門が寝殿への経路に建つという
意識で描いたのではないかと思われる。このこ
とは，中世に入って100年もたち，寝殿造の常
識が少しずつ薄れかけてきたことを物語ってい
るともいえるのではないだろうか。
10）『春日権現験記絵』（1309年）（第 12図参照）
巻5に描かれた藤原俊盛の屋敷では，板
葺棟門内開きの東の表門を入ると中門廊の
前で，表門の軸線上には軒唐破風をつけ
た車寄せが描かれている。このシーンでは，
中門はない。巻6に描かれた平親宗の屋敷
の場合も，同様に中門はない。中門を通っ
て入っていくことがなくなって，唐破風あ
るいは階隠
はしかくし
のある入口ができる早い例で
ある。
11）『法然上人絵伝』（1307年から10年かかって完成）（第13図参照）
巻9の押小路御所のシーンでは，表門は東向きの檜皮葺四脚門，中門は表門よりやや小さめで，檜
皮葺の棟門である。表門と中門の間のスペースには，供の者や出を待つと思われる僧が描かれている。
南庭は，如法経道場である。
表門は，扉が内側に開いていて，扉の表側がみえている。次の中門は，表門側に扉が開いていて，
扉の表側が通路に面している。従って，中門が閉まっている時に，表門から入ってきた人には，閉ざ
された扉に閂がかかった門の裏側がみえていることになり，これまでに考察した中門の構造のままで
ある。
12）日華門月華門（現状）（第14図第15図第16図参照）
日華門と月華門は，共に瓦葺丹塗りの四脚門である。構造上
は南庭側を表とする構造で
あるが，門扉は回廊の外側
を表として吊りこまれてい
る。従って，門扉は回廊の
外に向って開き，門扉の裏
側，すなわち枠組や閂が通
路に面する。開いた時，門
扉の表側が通路に面する通
常の門とは，異なった様相
を呈していることになる。
（146）
第13図
第14図 第15図 現在の京都御所日華門註3
第12図
V.考察
1）表門と中門の表裏について
表門は，例外なく道路側を表としている。これに対して，中門は通常南庭側を表としている。史料
では，3），4），5），8），11）がこの組み合わせで，史料6），7）も中門の形式が四脚門あるいは棟門
ではなく簡略な塀中門風の門に変わっているが南庭側を表としていて，この組み合わせに含まれる。
この組み合わせでは，表門から入った時に，中門が閉まっていたら，中門の裏側をみることになる。
考察した対象の中では，史料9）に描かれた内裏とされる邸宅の場合の中門だけが，表門側を表と
していて，他の例と異なっている。
2）中門と表門の間のスペースについて
史料1），3），5），6），7），8），9），10）11）の9例は，その屋敷への出入りの状況を含んでいる。
3）がもっとも大袈裟な例で，表門と中門の間には大勢の警護にあたる人々と並んで迎える公たち
が描かれている。他の多くの例では，このスペースには供の人々が控えていることが多い。乗り物や
乗り物を引く動物，およびそれらの世話をする人々は，通常表門の外で待機している。
史料4），11）は寝殿の南庭で行事が行われている場面が，重なっている。行事のシーンとしては，
このスペースは裏方らや出を待つ人々が待機していて，南庭に対して控のスペースとなっている。
3）中門と表門の軸線について
絵巻に描かれる表門と中門は，絵巻の性質上天地の幅に制約があるために，構図上の制約から一つ
の軸線上に配置されることが多いと想像されるが，表門と中門が同じ軸線上にあると判断されるのは，
史料3），5），9），11）の4例である。
同じ軸線上ではなく，中門より表門がやや北にあると判断されるのは，4），8）の2例である。7）
の表門は，中門廊の表門側の最初の柱間に造られた出入り口の正面に描かれている。
7），10）は，表門は中門廊にある出入り口に正対していると判断できる。その内10）には中門は
ない。同じ絵巻に描かれている平親宗の住宅でも，10）と同様な関係に描かれている。
4）現存している安政度内裏の日華門月華門について
現在の日華門月華門は，扉の表側が回廊の外側に面するように吊り込まれているが，回廊の外側に
向って外向きに開く。この開き方は，安政度内裏の造営に先立つ寛政度の内裏造営にあたって行われた，
裏松光世の考証を継承したと考えられる。裏松光世の考証は光世の著書『大内裏図考証』註4に詳しい
が，その原典は史料4）に引用した『年中行事絵巻』巻4の「射遺，弓」にある。『年中行事絵巻』
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第16図 四脚門 日華門と月華門（現在）
回廊外側
回廊内側
（南庭側）
回廊外側
回廊内側
（南庭側）表側 内側
巻4の「射遺，弓」では，月華門を南庭側を表とする四脚門に描いているが，現在の月華門は外側
を表にしている。『大内裏図考証』の内裏の図（第3図）では，日華門，月華門の外側はいくつかの建
物がある閉ざされたスペースであるのに対して，現在の日華門，月華門の外側は承明門の外側と一体
の開かれたスペースで，回廊で囲まれた紫宸殿の南庭に対して外と認識されるスペースに変化している。
この外側のスペースの変化が，日華門，月華門の扉の表を外向きに変える原因になったと考えられる。
復古の動きの中で，日華門，月華門の開き方は再現したものの，新たに現出した回廊外側のスペー
スに対応して，日華門，月華門の扉の表を外に向けて対応せざるを得なくなったことによって，表向
きに扉を開くというかつてない構造の門が生まれたと思われる。
VI.結び絵巻に描かれた中門の変化からみえること
ごくわずかな例外を除いて，中門は南庭側を表とする四脚門あるいは棟門である。通常，門の造り
は，外側を表とする。表裏の違いは扉にあり，四脚門あるいは棟門では，扉は2本の主柱の心をつな
ぐ線をはずして軸吊りに取りつけ，扉がつく側が内側になるように建てる。扉自体も，片面にしか板
を貼らないのが普通で，板を貼った側が表である。裏側は，扉の枠組のままである。その枠組に，閂
をつける。扉は門の構造上内側にしか開かないので，開いた時には，扉の表面が通路に面する。
このような門の構造及び性格からみると，表門と中門の間のスペースは，どちらの門にとっても裏
側で，門の外よりも私的な性格が強いスペースということになる。
このような性格は，考察した史料では，表門内のスペースは表門から入り中門を通って南庭に至る
経路にあるスペースのもつ性格とは一致しない。
一方，南庭で行事が行われる場合には，中門と表門の間のスペースはバックヤード即ち行事などの
控の場となっていて，南庭に入ることのできない身分の人々の場として，南庭より私的な性格が強い。
中門の向きは，この行事の時のスペースの性格と一致する。
以上のように中門の向きは行事の時のスペースの性格と一致するが，出入りの経路としての性格と
はマッチしない。このことは中門と表門の間のスペースがもともと行事の時の控の場として使われて
いたところに，後から出入りの経路が加わったことを意味している。
このことから，本来，『年中行事絵巻』巻1に描かれている朝覲行幸の内裏のシーンで，鳳輦が南
階を降り，承明門をへて，建礼門から出る中軸線上の経路が，寝殿造の邸宅にも原型として存在した
ことが想定できる。
改めて整理すると，寝殿造の邸宅には本来表門として南門が存在し，南門から北に直進して寝殿に
至っていたが，平安京の地形と水脈から南庭の南部に池の庭ができ，寝殿への経路は，神泉苑や毛越
寺で知られているように，池の中央を橋で渡ることになり，次の段階で池の庭の整備に伴って南門か
らの出入りが難しくなって，表門が東あるいは西の門に変わり，東或いは西の表門が中門の正面に位
置することになったと推論することができよう。
寝殿造の南庭に造られる池には中島があり，橋が南から北へ渡ることができるように中島の南北両
側に架けられていることはこの想定を補強する。中島に架かる橋が，南門から寝殿の前の南庭に渡る
ために中島の両側に設けられていたことは，片方の橋が反り橋になっていたこと，すなわち池での遊
びのための船が島の東岸から西岸へ，西岸から東岸へと行き来できるように舟がくぐれるように造ら
れていたことが物語っている。
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このような仮定は，池の庭が作られなかった小規模な寝殿造系の住宅の場合には，この時代になっ
ても『西行物語絵巻』の例のように，南門が依然として存在し，南門から出入りする光景が描かれる
ことにも対応している。
以上のように検討した史料から寝殿造の原型がみえるだけでなく，さらに付け加えるとすれば，下
って中門が東あるいは西側の表門側を表とする庭への塀中門にかわり，短い中門廊が寝殿の南面東
（あるいは西）端に突出するいわゆる主殿造の様式（第17図参照）への過程もみえているということも
できるであろう。
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第17図 『洛中洛外図風』（歴博甲本）より作図。細川管領邸の部分。太線は主殿。
